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2. 寄稿：出会いの不思議                            村田佳代子（画家） 

 

人の生涯は人同士の出会いによって紡がれていくという事をしみじみと思える年齢に達しました。 

 

私は子供の時には、開業医の家業を継ぐべく医者になる事を期待され、自身その気で学業に精

を出し、動植物の観察に余念なく、包帯の装着や薬包紙をたたむ事が上手と褒められては得意

になっていました。それが高校生になり、外科手術の現場を見学、出血や膿の処置を見て自分

は不適格と自覚しました。国立大学医学部志望で中高一貫の国立校に在学していましたのでク

ラス区分が厳しく、今更進路変更など至難の業と周囲から言われ、落ち込みました。 

 

当時、NHK の教育テレビが開局し、担任の先生が出演の番組があり、私は生徒役で時々出演さ

せて頂きました。下校時に迎えの車でスタジオ入り、打ち合わせと 30 分番組のリハーサルを

済ませても 9時の本番迄時間があるので、先生は色々相談に乗って下さいました。私は当時、

美術部部長を務め美術団体のジュニア展等にも出品していましたが、「趣味で楽しむのは良い

が女絵描きになる事は決して許しません」と家庭で厳しく言われていました。この事をお話す

ると、先生は腕組みをして考えて下さり、数日後、素晴らしいアドバイスを下さいました。 

 

｢日本ではまだだがヨーロッパでは女性の進出が目覚ましいらしい。美術を学問としてやって

みないか。キュレーターといって美術館で展覧会を企画したり展示を工夫したり解説したりす

る仕事で君に向いていると思うんだがね。君自身、描けるという事も強みになると思うよ」と

のこと。 

 

丁度、若桑みどり氏の「薔薇のイコノロジー」という本を読んで、美術も研究者なら許しても

らえないかと淡い期待を抱いていましたので、文科系の進学先を探しましたが全て「帯に短し

タスキに長し」で時が迫りました。すると思いがけなく、わが家の患者さんに岡宏子先生とお

っしゃる聖心女子大心理学教授で NHK 教育テレビの「こどもの心」というレギュラー番組をお

持ちで、たまたまテレビの関係で私の担任から事情をお聞きになり、「時期が早いので模擬試

験のつもりで如何」と勧めて下さり、私は聖心女子大スカラーシップを受験、無事合格したも

のの人生の方向が 180度変わりました。 

 

大学の部活に美術部は無く、仕方なく演劇部に所属し、舞台背景画や大道具を制作しました。

ところがどう間違ったか、劇作や演出の担当となり浅利慶太氏と出会いました。また、学業で

はスカラーシップ合格者は英文科絶対が西洋史学科の私に学長が進路をご質問下さった結果、

東京芸大名誉教授で神奈川県立近代美術館初代館長の村田良策先生をご紹介下さったのです。

「もし、本気で美学美術史の研究者を目指すなら、君は私の最後の弟子になる。大学の卒業単

位は 3年間で取得する事。最後の 1年は上野で修業して卒論だ。」といわれ、私はその通りに

と頑張りました。その間、芸大の大石膏室では絹谷幸二氏と出会い、西洋美術館では高階秀爾

先生のお世話になり、卒論指導を受けに村田先生の鎌倉のご自宅へ伺い、奥様に励ましていた

だきました。結果、4 年間私を見守って下さった学長、岡先生、村田先生ご夫妻の総意で、私

は卒業から半年後、村田先生の長男と結婚し、名実ともに先生の跡を継ぎ、現在は「村田良策
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記念アトリエ M」を主宰し、先生の理想「本物体験の、絵画ならではの表現」を生徒達とめざ

す日々です。 

 

師の助言「指導者と表現者は別物と心得よ」が

私の足枷でしたが、1981年ヨハネ・パウロ二世

とマザーテレサの初来日での個人的なスケッチ

が教会関係者の要望で「善き訪れ」という個展

開催となり、来場のカトリック雪の下教会主任

司祭の注文で「鎌倉のキリシタン」という祭壇

画を描く事になりました。以来 40 年かかりま

したが、沖縄から北海道まで 20 か所余りの殉

教地の歴史画を完成しました。史料提供と現地

取材を応援して下さり、私の洗礼も結婚式も司式して下さったのがイエズス会の司祭で聖心女

子大教授フ―ベルト・チースリク神父様です。戦後 80 年でもありますので、彼をご紹介致し

ましょう。数年前、広島平和記念資料館で上映の「わが命つきるとも」に登場されました。 

 

1914 年生まれのドイツ人の F 少年はとても読書

好き、毎年クリスマスプレゼントの本が楽しみ

でした。12歳のクリスマスプレゼントは日本26

聖人の本でした。「このルドビコという子は僕

と同い年。凄いな、僕この子の国へ行きたい。」

ということで成人を迎え単身来日、戦時中の上

智大学神学部に在学 29 歳で叙階、1944 年最初

の赴任地が広島幟町教会で翌年 8 月 6 日被爆さ

れました。堺から下関まで徒歩で引き回された

日本26聖人、広島時代つぶさに調査なさったそ

うです。その後次々と日本の殉教者を発掘調査なさり、188 福者のペトロ岐部を発見され、国

東半島岐部村迄捜索されました。日本人信徒

が知らなかった多くの殉教者がチースリク神

父様の膨大な研究で蘇りました。 

 

私が鎌倉のキリシタンを描いたと知りご連絡

下さり、「史実通りに日本 26 聖人を描いて欲

しい」と注文、以来ご逝去迄の 20 年間様々な

資料を下さり、殉教画制作を支えて下さいま

した。 

 

私は 80歳を過ぎ、改めて様々な出会いに感謝し人生の不思議を噛みしめています。      

 

補：寄稿のバックナンバーは https://www.japa.fellowlink.jp/professional に掲載  


